































































































































































計 212 153 365
検　60　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100陽籔，。　　　　　　8譲
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　　　012345678910＜　 　　　　　　発症後採取日数
図1抗原検出キットと遺伝子検査の陽性一致率に及ぼす
　　．発症後採取日数の影響
それぞれ求め比較を試みた．その結果，第4病日までは全
患者検体における陽性一致率（50．0％）よりも良好な結果
が得られたが，第5三日以降は下回り，加えて漸減傾向が
認められた（図！）．従って，キットを用いて患者便を検
査する場合には第4三日までの検体を用いることが適当で
あると考えられた．今後，行政検査に導入して迅速に原因
ウイルスを特定する目的で使用する場合には，これらの結
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果を考慮する必要があるものと思われた．
　本検討の結果，ノロウイルスの抗原検出キットは，検出
率が遺伝子検査の約5割であり，検体となる糞便は第4病
日以内に採取されたものが望ましいことが使用上の留意点
として挙げられた．今後，これらの点を改良し感度の向上
を図ることが，迅速かつ確実性が求められる行政検査への
導入に必要であると思われた．
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